イエメン古代史―10－
ジャッバーン国
（P.205）ポロニウスの歴史書（注:1）には、南アラビアの諸民族の内の一つの民族の名前が記されている。そして彼が言うのは、その民族は多くの都市を有しており、その最大の都市は「ナージア（ナジーヤ）」、そして「タムナ」であった。そして「タムナ」には65の神殿があった。この数には些か誇張があるかもしれない。しかしながら上述の歴史家ポロニウスの国ギリシャまでその名前が到達したという証拠とそこの神殿の数に関してこの歴史家が誇張したことがこの都市の大きさと広大さを指し示している。そして彼が言及したことには、「ジャッバーンの人々」の王は、彼が仲介することを通して、また彼への税金の支払いの後でなければ、乳香の輸出を許さない人物であった。そしてまた言及したことには、その首都は「ガザ」から人間が駱駝の背に揺れて65の行程を横断する距離の遠さであった。そして彼は自分の為に没薬の実の4分の1を取り、そしてシナモンの売買は王だけに限定されていたと述べていた。
（注:1）「イスラーム以前のアラブ人の歴史精選」第2巻P.506

出典は付け加えて述べている。（注:2）「この民族に関しての我々の知識は少ない。カタバーン王朝を構成していた諸民族のうちの一つであったのであろう。そして彼らはある時期に独立していて、恐らく「ポロニウス」の時代からそんなに遠くなかったのであろう。ある意見では、独立後に彼らの居留地はカタバーン王朝の南東にあり、「カタバーン王朝」と「サバア王朝」の間にあったのであろう。もしくは「クラッセル」の意見では彼ら（カタバーン王朝）の西側にあった。クラッセルは彼ら（ジャッバーンの人々）はカタバーン王朝の一部族かグループであろうと見做している」
（注:2）「イスラーム以前のアラブ人の歴史精選」第2巻P.506

（P.206）出典はまた付け加えて言っている（注:3）。「研究者達の幾人かは、彼らは「ジャバー」であると思っている。
（注:3）「イスラーム以前のアラブ人の歴史精選」第2巻P.506

そして既にアルハムダーニーは「ジャバー」と名付けられた場所について言及している（注:4）。そして彼はそこについて言った。「ジャバー」はアルマアーフィルの町である。そこは小ヒムヤル系統のバヌー・サマーマ族のアルクランディー家に属するものであった」。
（注:4）「アラビア半島の特性に関しては」P.54

そして既に彼、即ちアルハムダーニーは言った（注:5）。「ジャバー」とその行政区はアルマアーフィルの小都市であるが、サブル山とアッダバーブ涸れ川にあるザクル山（ハバシ山）にある渓谷にそれはある」。
（注:5）「イスラーム以前のアラブ人の歴史精選」第2巻P.507

ジャウワード・アリー博士は、前述の出典「イスラーム以前のアラブ人の歴史精選」第2巻P.506において、次の意見に与していなかった。その意見が述べるところは「ジャバーン首長国」はアルマアーフィルの小都市であるジャバーとして知られているものであり、タイッズ州の行政圏であるサブル県の一つであるアルマスラーフ郡の中心地から近いところにあるものである」。従ってこの事は彼ら（ジャッバーンの人々）に未来を待つように呼び掛けている。つまり南アラビアの諸テキストに記述されている名前へと未来は我々を導く可能性のある。その名前は前述の単語と同一のものとなるかもしれないのである。また研究者達はジャッバーン王国がどのように終焉したかを知らない。しかしながら彼らはカタバーン王朝の終焉の時期と同じ時期に終焉したと思っている。何故ならハドラマウトがそこを占領し、それから「サバアとジィーライダーン王国」がその全て制圧したからである。しかしこの意見でさえ、精神的に安心するような学問的考古学的証拠に依拠していない。そして科学的な調査がそれについての真相を我々に伝える責務を負っている。

イエメンの王朝と部族
（P.207）この章は数多くの王朝や部族を含む。それらは族長国群のみならずサバア王朝時代の首長国群を形成していた。それからそれらの全てはサバア王朝に吸収された。この事はサバア王朝の（宗教的神官の敬称である）アルムカッラブであり（世俗的な王権を持つマリク）サバア王、カルブ・イル・ワタルが拡張政策とイエメン統一の路線を取り始めて以来の事であった。そしてこの統一は多くの戦争の後でなされた。地域的な浸透を享受していた数多くの存在にもかかわらず、上記のサバア王が彼の王国にそれらを吸収した後でさえ、それらは限定的ではあったが、地域的影響を持ち続けていた。しかしその影響力はサバア王朝に吸収される前よりもより小さいものになっていた。
そしてファイシャーン族はサバア人達の部族であったが、バキーラ系ムルサド族が彼ら（ファイシャーン族）を虐げていた。そしてムルサド族はサバア王朝の殆どの王達から構成されていた。そして我々がこれから知ることになるのであるが、ハーシド族の人々は彼らの中では少数であった。
それらの全てがサバア王朝に吸収される前に、イエメンにおける族長国群や首長国群を形成していたイエメンの諸部族や王朝の中には次のものもがある（注:1）。
「スハイム」「ズウ・ムライフ」「ハサー」「アクラブ」「ハウラーン・ワ・ラドマーン」「ジャドマン」「アルバアン」「バトウ」「ハムラーン」「ヤルスム」「バヌー・スムウ」「ラムス」「ラアバーン」「サクラーン」
（注:1）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.390

「スハイム」族に関しては（注:2）、尊敬される地位と一目置かれる立場を享受していた。彼らは土地を所有しており、それを諸部族の中で彼らよりも低位にあるものに貸付していた。「シバーム・スハイム」（シバーム・アルグラース）の地域は（P.208）「スハイム」の人々の主たる故郷と見做されている。そしてその砦「ズー・マルマル」はシバーム・アルグラースを見下ろしており、またそれはサヌアー州内の行政区の一つでもあるバニー・ハシーシュの出自である。
　（注:2）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.393

「スハイム」の人々はシバーム・スハイムにおいて広汎な権力を有していた。かれらはその権力において「ムザウワド」（協議の館）を持ち、そこで和平や戦争における彼らの諸事を取り扱う集会を持った。彼らの中には、他の諸部族を治める族長がいた。そして彼らの側近達は都市化作業を行っていた。例えば道を切り開いたり、運河を掘削したり、水路を掘ったりした。そして既に数多くの考古学的刻文が発見された。それらはアルグラーズ（アルグラース）におけるこのスハイムの族長国の時代やその他のものにさかのぼるものである。そして彼らの族長達が数多く言及されている。
そしてスハイムは「スムイー」族の分派に対する支配権を有していた。この分派はハーシド地方のハジュルに定住していた。この事に関してはスムイーに言及する際に説明がなされるであろう。地域的なスハイムの影響は「サバアとジー・ライダーン」の王であったイル・シャラフ・ヤフダブの時代まで続いた。この事は上述の王の時代まで遡る刻文が指し示している。
スハイムの諸王達は前述のジー・マルマルに有名な彼らの城を有していた。彼の名前は数多くの刻文に記されている。そして1583年迄存在し続けた。その城はオスマーン帝国の総督が破壊し、その石で新しい都市を建設した。（出典はその都市の名前に言及していない）
スハイム族はバイト・ライマーンと言う名前の別の城を有していた。その名前は数多くの刻文に記されている。バイト・ライマーンの主達の中にはスハイム出自のシャルフ・アスト・アシュワウという族長と彼の息子のムルサダムがいる。彼ら２人は後述するスムイー氏族の中のヤルスム氏族の族長であった。上述の彼ら２人は「サバアとジー・ライダーンとハドラマウトとヤムナト」の２王であった「サーラーン・ヤフナアム」と「マリクカルブ・ヤフアマン」と時代を同じくしていた。即ちスハイムの地域的影響力は「サバアとジー・ライダーンとハドラマウトとヤムナト」国の時代まで続くのである。この国家は前述の「サバアとジー・ライダーン」の後継国であった。
そして「ワハブ・アウム・バージフ」もしくは「ワハブ・アワアム・バアジフ」と彼の兄弟ワイドームはバイト・ライマーンの盟友でありヤルスムの族長達の出自であった。ヤルスムはハジュラムとハジュルと鼎を構成しているスムイーから出ている。（スムイーについて語る折にまた言及する）

（P.209）一方で「ズー・マリーフ」について言えば、スハイム族に従属する部族であった。（注:3）彼らはバニー・アルハーリス族の「ガラーズ」もしくは「ガラース」に居住していた。そこは「ズー・マルマル」の砦が見下ろすところであった。「ズー・マリーフ」族は元来マアイーン王国の人々を出自とし、それからガラースにあるシバーム・スハイムに移住していたと思われる。
（注:3）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.397

一方で「ハサー」（注:4）について言えば、彼らはまた同様に数多くの刻文において言及されている部族の一つである。彼らは、彼らの支配者であると自分たちを見なしていたスハイム族の下に住んでいた部族であった。何故なら彼らが土地の主達だったからである。
（注:4）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.398

一方で「アクラブ」（注:5）について言えば、彼らはまた同様にスハイム族に従属し、かれらと同盟を結び、彼らの隣に住んでいた部族であった。この事は彼らの諸刻文から知られている。それらは彼らがアドム・ブン・スハイム等のスハイムの人々に服従していたことを示している。即ち彼らはスハイム族の農奴や召使いそして従者であった。
（注:５）「イスラーム以前のアラブ人の精選」ジャワード・アリー博士著、第2巻P.399

そして恐らくアルアクラブはイエメン南部に住んでいるアルアカーリブであろう。そして彼らは元々ラヘジュの地もしくはそれに従属している地にいたのであろう。それから南部が独立する前に族長国やスルターン国や首長国の全てがそうであった様に独立した族長国になった。そしてアルアカーリブ族の中にはアルバリーガやその他の部族がいる。
一方で「ハウラーン」と「ラドマーン」（注:6）について言えば、両者は力を持った大きな部族であった。そして彼らは南アラビアの多くの刻文に述べられていた。そして両者の名前はマアイーン王国の時代に光を放っていた。発見された刻文の中から両者はサバア王朝の同盟者であり、マアイーン王国の敵対者であった。もしくはサバア王朝がマアイーン王国を亡ぼす行動を起こしているときに、マアイーン王国に敵対しサバア王朝を支援する諸部族の一員であった。
（注:６）「イスラーム以前のアラブ人の精選」ジャワード・アリー博士著、第2巻P.400

　そしてこの2つの部族は互いに独立していたのであるが、多くの刻文や文書において両者の結び付きにより共に語られていた。(P.210)このハウラーンの意味するものは、「高地のハウラーン」即ち「サヌアーのハウラーン」であり、サアダ州に位置するヒムヤル行政区のハウラーンではない。同様に多くの文章においてハウラーンとラドマーンの結び付きが両者の固い絆の存在を示している。そしてこれらのハウラーンの住民はサバア王朝と結びついていた。周知の如くサバア王朝の最初の首都であったサルワーフはハウラーンの中にあり、東側に接していて、2番目の首都であったマアリブのエリアは西側から接している。
　ラドマーンもしくはワアラーンには、ワアラーンにジー・マアーヒルとして知られる城があるが、ラドマーンの族長もしくはハウラーンとラドマーンの双方を統治していた族長たちがいる。この事は刻文が示している通り彼らの時代のある一時期のことであった。
　そしてアハマド・アブー・ムハンマド・アルハサン・ブン・アフマド・アルハムダーニーは彼の著書「首飾り」の中で、ジー・マアーヒル城について言及し、それを「シャフラール」とし、彼はそれについて「それは赤いタイルで建てられた」と述べている。
　研究者たちは、このラドマーンをバイダー州、ラダーア行政区の一つであるスワーディイヤ市にあり、その首都はワアラーンであると規定した。その首都は前述のスワーディイヤ市のミアサールにあり、想像されていようにルース市のワアラーンではない。
ジィー・マアーヒルの族長たちの中に、カルブ・アスラウという族長がいる。彼は裕福な家の出身で、肥沃な農地を有していた。そこは井戸水で灌漑されていたが、彼の一族がその地域で掘削した数多くの井戸の中で、補修工事や灌漑に関心を寄せていたものであった。この事はその業績を記録するために石に書かれた。そしてその所有を法的に示す文章となすためであった。同様に「ハウラーン」と「ラドマーン」の両部族を支配していたジィー・マアーヒルの族長たちの別の名前が記されていた。それらの中にはカルブ・アサールやナスル・ヤフハムド（もしくはナーシル・ヤフマド）といった部族長がいる。そして彼が井戸を掘り、ダムを建設し、果実を実らせる木々を植え、種を植え、大地の開墾を行った際に記録された刻文にそのことが述べられていた。そしてそれはマアーイル家に関する王と彼の名前を記録している。そしてサバア王朝の暦44年サイイド月（西暦29年）にそれを人々に向けて公表した。また同様に、前述の文章におけるハドラマウト王であるアルジルトに関する言及から、ナーシル・ヤフマド族長が前述のハドラマウト王と同時に生きたと思われる。
「サバアとジー・ライダーン」の王であった「イル・シャラフ・ヤフダブ」の時代において記録された数多くの刻文に、「ラドマダーン」の地と「ハウラーン」の地の一部はその時代のハドラマウト王に従属しており、また「ハウラーン」の地の一部は同時代に「サラーウィフにいた「ハバブ」もしくは「ハッバーブ」の一族のジャドンの族長たちに帰属していた。この事の意味は「アドナ」に隣接する「ハウラーン」の地の東側は、その当時においてはハドラマウトに従属する地であった。そして大きな部分、それはハウラーンの北西部分であるが同時代において上述の「サバアとジー・ライダーン」の王であった「イル・シャラフ・ヤフダブ」に従属していた。
一方「ジャドン」（注:７）については、その名前が記されている諸刻文は、「アドム・ジャドナム」もしくは「アドム・ジャドン」とあり、即ち「ハドム・ジャドン」のことであるが、この文章が記載されている証拠によって、彼らが統治と権力を有した部族であったと示唆している。そしてその事は、彼らに仕えていたか、もしくは友好的な関係にあった人々が記録していた刻文の中にある。そして「ジー・大ジャドン」と「ジー・小ジャドン」彼らはヒムヤルの父系の子孫たちの系譜であり、「アルホマイシア・ブン・サバアの子供たちである。この事はこの本の「イエメン人たちの父系図と彼らの居住地と彼らの諸遺跡の一部の要約」章において前述している。そして我々は既に「ハッバーブ」の元における「ハウラーン」の地が「ジャダン」に服従していた事を知った。
（注:７）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.405

一方「アルバウ」もしくは「アルバウナ」については、部族としての言及は既に行われたが、その有力者達がそれを統治していた。彼らの内の一人には「王」の称号が冠せられていた。そして彼らの中には「ナブト・イル」として知られる者がいる。彼は「フィルビー５」と記号されたテキストで言及されている。サバア王である「ヤクラブ・マリク・ヤダア・イル・ビーン」がそれを記録したのであるが、諸部族の税を徴収する方法に関して発布されたものである。
また同様に「アルバウナ」の諸王達の中では、「リヒー・アッシュ・ブン・サルハーン」王とアンム・アムン・ブン・ナブト・イル」が知られている。後者はサバア王「ヤスア・アムル・ビーン」と同時代人である。
「アルバウ」の諸王達は、理解された様な意味での大王ではなかった。そうではなく部族の首長であったか（P.212）彼らの部族としての領土の境界内において、何等か独立を享受していた部族の名士達であった。
そして一方「バタウ」（注:8）については、この国の統治の諸時代の一時期に「サバアとジー・ライダーン」を支配していた。即ち彼らの中の諸王が「サバアとジー・ライダーン」を統治していたのであった。
（注:8）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.407.

この事は我々が後に知るようになるのであるが、その支配において「ムルシド・アルバキーリーヤ」族と争いながらの事であった。そしてこの「バタウ」は「ハーシド族系のハムダーン族に属する」従ってバタウ族に起因する刻文の多くはハムダーンの居住地の地で発見されている。それらはハムダーンにおけるバタウ族の地の中心にある「ハーズ」「バイト・ガフル」「ハジャト」（もしくはハッジャ）等である。
アルハムダーニーは彼の著書「アラビア半島の特徴」の中で「ハーズ」の都市について既に言及し、それについて以下のように言った。「ハーズ」は偉大なる村である。そこにはジャーヒリーヤ時代の遺跡群がある」そして「サッド・バタウ」「アルハシャブ」は「ハーズ」と争っていたものの1つである」と言及している。現在の「ハーズ」はサヌアー州の地域の1つである「ハムダーン・アッドニヤー」もしくは「ハムダーン・サヌアー」行政区の中にある。「バタウ」は文書類で明らかになっているところのものによると、かつて広範囲な影響力と明らかな地位を享受していた。そして広大な土地を所有し「バタウ」やその他の地域の部族や氏族に土地を貸し付けていた。そして彼らの被雇用者達は自らを「バタウ」の従属者と見做していた。そしてその事を彼らの諸刻文においては「バタウの者」即ち「バタウの奴隷とか召使」という文書で表現していた。これらの者達は「バタウ」の族長たちの名前をその刻文において言及している。
「バタウ」に従っていた諸部族の中には、我々がこれから知る様にハーシド系のサムイー族がいる。既にヘルツマンは刻文にその名前が述べられた「バタウ」の族長たちの名前をまとめた。彼らは「バルハム」「バーリク」「ダルフ・アルヤフドゥル」「ハウフ・アスト」「レヒー・アスト・アウカン」「ムルサド・アリー・サアド」「ムルサド・イーラーン・アスアド」「ナシャア・カルブ・アウタル」「ワルブ・シャムス・ナムラーン」「サアド・アワーム・ナムラーン」そして「サフマーン・ヤフソホブ」等々である。
一方「サムイー」（注:9）について言えば、彼等はハーシド系の部族であり、我々が知った様に「バタウ」族に従っていた者達であった。そして彼らは当時既に、「アルバウナ」族がなしていたように、自らを王と称して首長たちを構成していた。
（注:9）「イスラーム以前のアラブ人の精選」第2巻P.409

ある研究者たちは「サムイー」は元来ハーシド・ハムダーン系の部族ではないと思っている。(P.213)そうではなくハムダーンの崇拝対象であった「ターリブ・リヤーム」神への信仰が、部族メンバーを統合した要因であり、それからハムダーンの地に住んだ諸氏族の一氏族になり、「ハーシド」と「ハムラーン」そして「ハジャル」の地で拡張し住み着いていった。これらの地については「サムイー」が「「ハーシド」と「ハムラーン」と「ハジャル」の三分の一として知られるゆえんであった。「
サムイー」は「バトウ」の者達が所有していた土地を利用していた。そしてこれゆえに彼らは「サムイー・ハーシドム」もしくは「サムイー・ハーシド」とか「サムイー・ハムラーン」と「サムイー・ハジャル」として知られるようになった。「サムイー」は、この３つの地域における独立が個々のものであり、そして彼らが従属していた「サバアとジー・ライダーン」のような政権の政策に拘束されていた。
発見された刻文に名前が記載されている「サムイー」の諸王達の中には、「ヤフアヌ（もしくはヤフアーヌ）ブン・ヤスマウ　イール・ブン・カルブ」と「サムフ・アフク・ブン・サムフ・ヤフア」がいる。この2人の王は「グラッツエル302」として知られるテキストに名前が載っている。「ヤフアーヌ」王は、彼のテキストを「ターリブ・リヤーム」神への祈りで始めている。その祈りとは、神が彼と彼の子供たちに恩恵を与え、数を増やすことと彼らの為に「ヤウド（もしくはヤウード）の地と「アフク・ブン・サムフ・ヤフア」王から受け継いだ土地にある彼らの館に祝福を与えてくれるように祈ったものであった。そしてテキストには、諸部族の名前と「アムルク・マルヤブ」（マアリブの諸王）の名前と「サアバヌ・サムア」即ち「サムイー」部族と「カルブ・イル・ワタル」サバア王の名が記載されていた。
「サムイー」の諸地域
　「サムイー」は我々が知った様に、北部分の「ハーシドの3分の1のサムイー」もしくは「サムイー」首長国の北３分の１、そこは「サムイー」の中でハーシドの地に位置する場所であり、彼らの首都はハーシドの諸州の中のアルブーン州にある「ナーイト」という町であった。そして「ナーイト」は遺跡の町であり、未だにその外観が今日まで残っている。そして「サムイー」はまた「ハムラーンの3分の1のサムイー」を構成した。
そしてそこは「サムイー」の中でハーシドの地に位置する西部にあるハムラーンに位置し、ハーシドの西の3分の1を構成している。この事はジャウワード・アリー博士が言及したこと(注：10)が示すものであった。
(P.214) 「我々はバトウの人々が「ハムラーンの3分の1のサムイー」国その首都は「ハーズ」の西部の3分の1を統治していると見なしている。そして同様に「マーゼン」そこは今日のハーシド系のサヌアー州のハムダーン内にあるマーゼンであるが、ワジのザハラ川やそのほかのものを含んでいた。この事は「イエメン人たちの諸系譜や彼らの居住区の要約」の章で「マーゼン」について以前にその詳細を述べている。
(注：10)：「精選」第2巻P.494

「サムイー」はまた「ハジャルの3分の１のサムイー」を構成していた(注：11)。それは「シバーム・スハイム」に位置していた。この場所は「バニー・ハシーシュ」州に位置していたという豊富な証拠がある。そして「バニー・ハシーシュ」の北方にある場所は今日でも「シバーム」の名で知られている。「シバーム・スハイム」が「アルグラーズもしくはアルグラース」とスハイム族のアルヤルスミー一族の故郷である「ハドカーン」このハドカーンは今日同様にバヌー・アルハーディスからなるもので、バニー・ハシーシュに隣接している。
「ハジャルの3分の１のサムイー」は多くの場所を含んでいたが、それは今日隣接する3か所の行政区であり、その全てはサヌアー州にある。「バニー・ハシーシュ」と「バニー・アルハーリス」と「ハムダーン・アッドンヤー」と「ハムダーン・サヌアー」はアルハムダーン系のハーシド族の係留である。ハーシドには、我々が知った様に「サムイー」の人々が3つの場所に分かれている。
(注：11)：「精選」第2巻P.396

一方「ハムラーン」(注：12)について言うと、彼等は「バトウ」族に従属して者達であり、彼等はその事を彼らの諸刻文において言及していた。そこでは彼らは「バトウの人」と記録していた。また同様に「サムイー」族、彼らも元々「バトウ」族に従属して者達であり、ハーシド西部地域にある「ハムラーン」にその一部が居留していた。それ以降これより前に言及したように「ハムラーン・サムイー」もしくは「ハムラーンの3分の１のサムイー」として知られるようになった。
(注：12)：「精選」第2巻P.411

「ヤルスム」についていえば(注：13)、彼らは「スハイム」族と「ジー・ハジャルの3分の１」族そのものと「ハドカーン」族の出自である。即ち「ヤルスム」族の一部が「スハイム」族の中の「ジー・ハジャルの3分の１」の下に住み着いたのであり、また「ヤルスム」族の一部が「アルハーリス」族の諸地域の中の「ハドカーン」族の下に住み着いたのである。
この事の証左は、刻文の一つである「ヤルスム・ジーハジュラムの3分の１」という文章に、「キール（小部族の首長）」もしくは「カウル」という名称で記載されていることである。この名称で「アンム・シャフク・ブン・サルウム」という人物が呼ばれていたのである。彼の土地は「ハドカーン」にあり、前述の「キール」は「ヤルスム」族の首長達の一人のことなのである。
(注：13)：「精選」第2巻P.397,P.412

一方「バニー・サミウ」（バニー・サミーウ）(注：14)についていえば、刻文「K343」で理解されている様に「バトゥ」（アダム・バトゥ）族に属している。そしてこの刻文には「ハムダーン」族により崇拝されている「ターリブ・リヤーム」神の名前が記されている。
(注：14)：「精選」第2巻P.413

一方「ラムス」(注：15)についていえば、この部族の名前が記された諸刻文の中で、その部族が重要性を持ち、首長を戴いた事、そして彼らは「サミーウ」族の隣にいて、そして他の部族に貸し付ける土地を所有していた。また彼らの土地は「サミーウ」族の土地に隣接していたことも明らかになった。
(注：15)：「精選」第2巻P.414

　一方「ラーバン」（ラアバーン）(注：16)についていえば、「グラッツェル302」に記されている文書に記述されているが、これは「サムイー」王の「ヤフアーン」のテキストのことである。彼らはサバア王朝の「神官政治の長」の称号を持つ者たちと「王」の称号を持つ者たちの時代にいた古い氏族である。彼らの居留地は「ナハム」や「アルハーリドの貴族たち」の土地であった。しかしながら彼らはその後別の場所へと移っていった。
(注：16)：「精選」第2巻P.414

　一方「サクラーン」(注：17)についていえば、彼らは「バトウ」族に従う氏族であり、有名な遺跡の町「ハーズ」地域に「サクラーン」の家々があった。また同様に「サクラーン」氏族、彼らはバトウ」族に従う者達であることを示す刻文に記述されている。即ち「サクラーン」氏族には、彼らから彼らの土地を賃貸している従属する者たちがいたか、もしくは「バトウ」族から「サクラーン」氏族が賃貸している土地を所有していたことを示すことが刻文に記述されていた。または「サクラーン」氏族がこのことに則り従属していたか、もしくは従属されていたかである。即ち彼らには「バトウ」族より下位の、かれらに従う者達よりは上位の社会的地位があった。
(注：17)：「精選」第2巻P.415
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